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高繰り返しパ ル ス CT プラズ マ の発生

　 球形トカ マ クプラズ マ の インダクシ ョンを用い ない 発 生や、維持の ためには

Compact　Torus（cr ）Ptasma入 射が有効で ある。ここで は 単
一

の CT 　Plasma入

射では不 十分なた め磁 化 同軸ガ ン による 高繰り返 し率 CT 　PIasma入 射実験 を

行 っ て い る。軸方 向の発 光分布や磁 束の 測定、また高速シャッタ
ー

カメラの観

測に より、磁 化同 軸ガン か ら打 ち出された σrp 睡 ma が孤立して 伝播して い な

いことが 分か っ た。さらに繰り返 し率を上げて い くとCT 　PIasmaの加速 時間が短

くなるため 十分な到 達距離 が 得られ ない 問題 が 起こ っ て くる。そ こで 孤 立した

CT 　PIasuvaをっ くるに は 、磁 化同軸ガンか ら引き伸 ばされ たポロ イダル 磁場 を

磁 気リコ ネクシ ョ ン によ り切断、再 結合しなくて は ならない 。この ため磁化同軸

ガン の 先 端に One 　Tum 　Coil（これを Snipper　Ceilと呼ぶ ）を設置し、高磁場をか

け、引き伸ばされたポ ロ イダル 方向の 磁力線 を強制磁 気リコネクションさせ切

断、再結 合する。
　完成した Snipper　Coilの 放電回路は コ ン デンサ容量 2．2 μ F、全イン ダクタン

ス L6 μ H、抵抗 O．5Ωで 、半周期は6 μ sで ある。現在電流値は充電 電圧 6kV

で最 大約 5kA、中心 で の 磁場約0．06T となっ てい る。図 1 の 下の Traceは

Drift　Tube に巻い た Flux　Loop（Snipper　CoiTか ら3cm に設 置）で 測定した

SnlPperColl　rltつ くる磁場の 時間変化を表すグラフ である。図 1の 上 の Traceは

磁化同軸ガン から打ち出された CT 　Plasmaの 通過に伴うHux　LQQP の磁 束変

化 の 信 号であるe各波形 の ピークに対応してプ ラズマ が Flux　LDopを通過して

いる。一つ 目の プラズ マ が最大伝播距離 に到達したときに snipper　C 。且の 磁場

をかける実験を行っ た。
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　　　　　 　 図 1

図2は 一
発 目の CT 　Pbsma

がガンか ら打ち出されたとき

に snipper　Coilをか けた画像

である。CT 鬥as 鳳 a は 左側に

あるガ ン か ら右へ打 ち出 さ

れ て お り、Snipper　C 。il近傍

の プ ラズマ 断面が くび れ て

い る様子が 分か る。
今後は Snipper　Coilの 磁 場

を上 げるなど装置の 最適化

を実験 ずる予 定で ある。

　 　 　 　 5　o　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　1　 o　o　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 1　 5　 ロ

　　　　 丁 ime 　［μ s ］

sniper　Coilの 磁束とプラズマ の磁 束の 時間変化

図2Snlpper 　Collをか けた CT　Plasma
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　核融合科学研究所に おい て ，大型ヘリカル 装置 （LHD ）を対象 とした コ

ン パ ク ト
・

トロ イ ド （CT ）入射方式による燃料粒子補給装置の 開発が行わ

れて きた．LHD の よ うな大型プラズマ 閉じ込め装置に おい て CT 入射に よ

る燃料粒 子補給 を実現す るた めには，こ れ まで の 小，中型の トカ マ ク装置

で 使用 され て き た ス フ ェ ロ マ ッ ク （Spk）型 の ノ亅・型 CT 入 射装 置で は，　 cr

パ ラメ
ー

タや CT 長距離輸送等にお い て 問題点があ り，大幅な改良 と高性

能化が要求 され る．本研 究では，従来の Spk．生 成 ・加 速方式 に よ る LHD

用 CT 入 射装置 （名称 ：SPICA 装置 ）の 改良 と性 能試験を実施 し高性 能化

を図 りながら，同時にプラズ マ 生成段 へ の 磁 場反転配位 （FRC ）生成技術

の 導入 （無電極化，高密度化）を新規に計画 し具体的構造案を検討して い

る．そ して ，大型核融合装置にもア プロ
ー

チで きる高性 能 CT 入射装置の

開発 を目指して い る，
　今年度は ，これまで の 実験結果の 検討を通 して，先ずは S凶 型 CT 入射

装置 と して の改良点 を明確にす る こ とが重 要で ある との 観 点、か ら，SPICA
の 基 本性能 の再チ ェ ッ ク を行 っ て い る ．図 1に ，そ の 初期段階にお ける実

験装置概略 図を示す．特 に今 回は．射出後の CT プ ラズ マ を閉じ込 め るフ

ラ ッ クス
・コ ンサ

ー
バ （FC）を新 たに導入 し，　CT 生成，加速，お よび 射

出後 の 各段階にお ける CT プラ ズ マ の パ ラ メ ータ （磁場，密度，速度等）

お よび磁場分布 を測 定す る．そ して ，それ らとガス パ フ （ピエ ゾバ ル ブ）

の タイ ミン グお よび 動作時間幅，バ イ ア ス ポ ロ イ ダル 磁 場 （BP）コ イル の

電流値 （cr 生成 時に DC 印加），生成・加 速部の 充電電 圧お よび放電 タイ

ミン グ等の SPICA 装置の制御パ ラ メ
ー

タとの 関係に つ い て 調 べ る．また，
装置構造 に関 しては ，BP コ イル を増設 して ，生成部にお ける BP コ イル と

ガ スパ フ の位置関係 によ る Cr プ ラズ マ 生成への 影響を調べ るこ とも検討

して い る ．
　以上 の 様 に ，SPICA 装置の 射出口に FC を接続 し er の 加 速性 能に加 え

て射 出後 の CT 特 性を調べ る こ とで 得られ る結果 か ら，性能 向上 の ための

装置改 造に 必要な SPIlCA装置の 問題点 を明 らか にする．そ して ，今後の

SPICA 装置の 具体 的改良に つ い て も報 告を行 う予定で ある．
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図 1　 SPICA 実験 装置概略図
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